
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小児医療を取り巻く情勢の変化により診療の形態を変化させています｡ 

現在､一般小児の入院診療は中止し､院内出生の新生児医療に注力しています｡ 

 

ですが、外来診療は可能な範囲で継続しています。 

各部署の協力により、ご紹介当日の検査が可能です。 

血液検査、尿検査、X線撮影、超音波検査、CT撮影、MRI撮影、 

呼吸機能検査、迅速抗原検査、補液も。 

ただし、鎮静を要する検査はできません。すみません。 

 

≪スタッフ紹介≫ 

部長  大沼 健一 

入院患者数  （参考）コロナ前  

2024年度 入院患者数 185名

新生児疾患 小児

小児 1％ 

新生児疾患 99％ 

 


